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   A 46-year-old woman with a past history of esophageal carcinoma was hospitalized with the chief com-
plaint of right abdominal pain. Enhanced computed tomography (CT) and selective renal angiography 
suggested a metastatic renal tumor. Right nephrectomy was performed. Histological examination revealed 
a renal tumor originated from esophageal squamous cell carcinoma. 
    Metastatic renal tumors are frequently observed at autopsy, but clinically they are extremely uncommon. 
Thirty-four clinical cases of metastatic renal tumors reported in the Japanese literature during these 20 
years are discussed including the present case. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 34: 1017-1021, 1988)

















現 病 歴:1985年1月に右 側 腹 部 痛 を きた し,頓 声,
呼 吸困 難,食 欲 低下,体 重 減少 も加 わ り,同 年6月,
食 道 癌再 発 が疑 わ れ 当院 内科 に入 院 した.精 査 中,腹
部CTで 右 腎 に 占拠 性病 変 が 発 見 さ れ,同 年8月 に
当科 に 転科 入 院 とな った.
現 症:身 長161cm,体 重45kg,栄養 状 態不 良,右
側 胸 部 お よび 上 腹 部正 中 に 手術 創 痕 を認 め た.表 在 リ
ンパ 節 は触 知 せ ず,腹部 触 診上,異 常 は認 め な か った.
そ の 他,理 学 的所 見 に 特記 す べ き こ とは なか った,
検 査 成績:血 沈/1時 間 値22mm,2時 間 値42
mm,CRP(±),未 梢 血1WBC5,000/mm3,RBC
368×104/mm3,HblO.9g/dl,Ht31.1%,P正t53.5×







(一),蛋白(±),潜 血(一),尿 沈 査/RBco～1/hpf
wBC1～2/hpf,尿細 胞 診IPapanicolaouClassIV
(squamouscellCarCinoma)・
X線 検 査 所 見1胸 部X線 で は異 常 所 見 を認 め なか っ
た.DIPで は 右 腎実 質 に 上 中腎 杯 を軽 度 内 側へ 圧 排
す る 占拠性 病 変 の存 在 が疑 わ れ た(Fig.1).超音 波
検 査 で は右 腎 上 部か ら中 部に か け てlowechoicな占















Fig.1.DIP=右上中 腎杯 に外 側 か ら の 軽 度
圧 排 変 形像 を 認 め る.
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Fig.3.(上図)plainCT:右 腎 外 側 にlow
densityareaを認 め る.
(下図)cnhancedCT=病変 部 は 造 影
























Fig.2.超 音 波検 査:右 腎 上 部か ら中 部に か け て
lowechoicな占拠 性 病 変 を認 め る.
にlowdensityareaを認 め た(Fig.3上).ま た,
この 部分 は 造 影 剤 に よ りenhanceされ なか った(Fig
3下).選 択 的 右 腎動 脈 造 影 で は 右 腎 外縁 上部 か ら中
部 に か け て,hypovascularareaを認 め,ま た,病
変 部 お よびそ の周 囲 の血 管 に は伸 展 像 お よび 偏位 像 が
み られ た(Fig.4左).右 腎 静 脈 造影 で も同部 位 に 血
管 の圧 排 像 がみ られ た(Fig.4右)、
以上 の 所 見 よ り,転 移 性 右 腎 腫瘍 を疑 い,同 年8月
23日,右腰 部斜 切 開 に て右 腎 摘 除術 を施 行 した.
手術 所 見:腫 瘍 は 腎臓 に 限 局 して お り周 囲 組 織 との




































つ の流 れ を も った 配 列 を認 め る こ と よ り,食 道 の組 織
よ りさ らに低 分 化 で は ある が,こ れ とよ く似 た 扁平 上
皮癌 であ る と考 え られ た(Fig.7).
以 上 の所 見 よ り,食 道 癌 を原 発 とす る転移 性 右 腎腫
瘍 であ る と確 定 した.
な お,患 者 は 創 治癒 後,内 科 に転 科 し化学 療 法(塩
酸 ニ ム スチ ソ150mg,硫 酸 ペ プ ロマ イ シ ン30mg.
シ ク ロホ ス フ7ミ ド300mg/3wk)を受 け た が,全
身転 移 をみ,一 般 状 態 の悪 化 の た めに,1986年3月4










































本邦 に おけ る過 去20年間(1966～1986年)に報 告 さ
れ た 転移 性 腎 腫瘍 の臨床 例 は,わ れ わ れ が集 計 し得 た
限 りで は 自験 例 を 含め34例で あ った.年 齢分 布 は25～
69歳,平均 年 齢 は51歳で,男 女 比 は18:13(不明3)
で男 性 にや や 多 くみ られ た.原 発 巣 と しては 肺 癌 が最
も多 く12例(35.3%e)をしめ て お り,続 いて 食 道癌 で
自験 例 を 含め6例(17.6%)に 認 め られ た,以 下,甲
状 腺癌5例(14.7%),絨 毛 上皮 腫3例(8.8%)な ど
とな ってい る(Tablc2).泌尿 器 科的 症 状 と しては血
尿 が最 も多 く22例(64.7%)にみ られ,以 下,側 腹 部
痛12例(35.3%),側腹 部腫 瘤4例(ll.8%)な ど と
な って い る(Table3).転移 側 に関 して は,左 腎15
例,右 腎12例,両 側4例,不 明3例 と有 意 の左 右 差 は


































































治療に関 しては,腎 摘除術,放 射線療法,化 学療
法,腎 動脈塞栓術などが施行 されている。 腎摘除術
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